











理学部 邑 瀬 和 生(豊 中2477)
本会議は ローマの南10㎞,地 下鉄 で15分 の ところにあるEURで 行 われた。 冠URは,1942
年 ムッソ リー二政府 によって 「ローマ万国博覧会 」(註 。EURは"1'EsposizionaUniversale'
diROma"の 略語)の 開催予定:地として建設に着手 され,大 戦 中は一時中断されていたが,戦 後新 た
に再興 された近代都 市であつて,こ こには官庁,博 物 館,会 議場 など多 くの建物 が軒を並べている。会
議の期 間は1976年 の8月30日 か ら9月3日 までの6日 間で あった。幸い,気 温 は30℃ を越える
ことな く空気は さらっとした感 じであったが,毎 日の ように午後 になると俄か雨があり,い ち ど落雷の
煽 りで会場が暗闇になつたこともある。
会議報告については,理 学部の川村肇教授が物理学会誌 に執筆 されて澄 り,論 文は近 々プロシーディ
ングに掲載 されるはずなので・ ここでは私の印象に残 っている事柄の一部 と多少の雑感をのべてみたい。
本会議の一般受けする出し物は半導体表 面の物理 で,ダ イアモン ド,シ リコン,ゲ ルマニウム等の労 開
面やこれ を熱処理した面の長周期構造 と,吸 着 とに関す る実験お よび理論的研究である。J.C.PhilIips
(U.S・A.)とE』Qssa亀ti(Italy)がそれぞれ,こ れについて 全体 講演を行 った。Philiips妹表 面
の原子配置 のモデルに基 づ き,tightbind三ngによる計算によつて,(111)面Siめ2×1配 置か ら
の光電子 スペク トルが十分に説明できることを示 した。 ここでは,彼 自身の創始 したPseodo-Pbtential
の方法 よ りも,従 来のtightbi臓ding法の方が有効 であると,笑いなが ら強調 していた。 この点だけを
とれば,深 い不純物準位や超 微粒子の問題 とアブローチは似ている。半導 体表 面や界面に関する実験 は,
産業 との深いつなが りか ら生 じたま さにアメ リカ的実学の産物 である。10-10『brrの真空は今や"常
庄"に なつているが,清 浄表 面の研 究には,高 価 な設備 を必要 とす るので二の足 を踏むひとが多いにち
がいない。 追試実験 を試み,ポ テンシャルを上げる方向に向か うことも肝要 であろ う。はじめに予測,
狙いや夢のないところに,予 期 しない発 見をす る可能 性のないこと も忘れては ならない。
半導体物理 国際会議の内容 は新陳代謝がはげ しい。Sessionの設定 は流動的 であ り,開 催の特色 がよ
く折 り込まれてい る。Session《Raman散乱 》は 今回姿を消し,他 のSessionに組み込 まーれてい る。
第9回 会議にRQgachev(U.S.S.R.)の提起 したelectron-hole高密度系の物性 も,」.C.Rensel
によれば,ほ ぼestabhshされた とのことである。 しか し,そ の研究材料が枯 渇したわけで もあるまい。
さほ ど華やかではないが,ユ ニークな研究が,個 別講演に も少な くない。会議 は4つ の部屋で並行 して
行われた。 だか ら,直 接には講演は全体のせ いぜい4分 の1し か聞けないわけ で,ス ピー ヵ一と聞 き手
の双方 に帰因す る効率や,会 場内の座席の位置による効果 も手伝 って,現 実には4分 の1す ら消化 で き
ない。半導体物理 の会議では,得 体の知れない話 とい うのは少ないが,や は り,特 に記憶に残 るの は,
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excitingな話 とか,自分にかかわ り・合いの多 い話だけであるの もやむをえない。心 に残った ものを実 り
ある ものに出来るな ら,他 の もろもろの10ssはとりかえせる。面白いと思 った話 の うち,これしかわか
らなかったのかと思われ るか も知れないが,あ えて2つ だけ ここに紹介す る。Session《NewMate-
rials》で,U.K:.のMillerらがH:gIn2□ 琵4の 電子 と格子の性質 について話 した。□ 印は
恥cancyで,これがChalcopγゴiもeに似た比較的簡単な結 晶構造の 中でorderしている。Raman散 乱
や赤外反射のデーター を,orderedvacancyにょる格子力学 のモデルで,理 論的に説明 した。 この種
の結 晶は高温でvaゆancyがdisorderすること もあるので,今 後の研 究の発展が期待で きる。 同 じく
U.K:.のStradlingは,InSbとNiSbの共 晶点で,InSb母 体結晶 中に柱状(直 径1μ,長 さ15μ)
や球状のN五Sbをつ くり,こ れ らにょる電子散乱が磁気抵抗に振動 を起 させることを示 した。 この系に
は,電 子の井 戸型 ポテンシャルによる散乱のモデルが よく当てはま る。状態密度の高い工andau準位の
底 と別の準位 との間の弾性散乱による運動量変化 分は,磁 場 によって変 るので,散 乱ポランシャルの運
動量 空間での状態密度の節 を見ることができる。実験 で決め られた散乱体の大 きさはあ らかじめ測 った
柱や球の大 きさとよ く合 う。 この現 象は,Ge中 のelectron-holedropletsにょる電子散乱の実験
で も観測 され る。
我 々と直接関係す るのはSession《:PhaseTransitions》であり,こ こで(PbTe・SnTe・GeTe)
合金系に訟け る格子不安定 性と電子構造 の問題 について,川 村教授,日 享の嶋田さん,私 の3人 がそれ
ぞれの論文を発表 した。 その 内容 は磁気 プラズ マ波励起,抵 抗 異常やRaman散乱による研究である。
W-V【族については,ア メリカ,西 ドイツ,オ ース トリア,イ タリア,ソ 連等 で も研究グルー プがあっ
て,我 々の講演の あと,質 疑応答など活澄 な討論が行われて盛況であった。 これに関連す る論丈では,
オ ー ス トリア のJantschがPbTeのショッ トキー ・ダイオー ド容量の測定か ら,常 誘電的 キュー リー
点が格子欠陥に著 るしく依存す ると主張 した。
閉会の辞で,マ ルコニー研 究所のA.Frova教授は,1958年(Rochester)以来1976年(Roma)
に至る半導体物理 国際会 議に提出された論文に基づいて,各 分野 の趨勢 をスライドで示 された(Fig
1～3)。 本稿 を執筆す るに当 りて,Frova教授 に澄願いして,講 演原稿 を送 っていただいた。その一
部 をご紹介す ると(Fig.1～8は読者の方々に 見て解釈 していただ くことにして,そ の くだ りは略す。)
そ こには 「 ・・・… もちろんわれわれは全世界の半導体研究室 で集め られる膨大なデータが徒 らに殖 え
ないよ うにすべ きです。ただし,そ れ らが現 実的1文 化的・実用的な要求 に応 えるデータで あり,さ ら
に もっと重要な ことは,統 一的パ ターンやテーマに見合っ.たデータで あるとわれわれが確信する場合は・
その限 りでは ありません。 と申しますのは,詳 細一点張 りの単なる情報は,理 解の進展 を必ずし ももた
らすとは言えないか らです。 ・… ㌧技術的情報 と理解 の驚 異的な進歩に もかかわ らず,人 類社会は全体
として,私 情 にとらわれずに仲むつま じく生 きて行 く道峰達す るには,ま だほ ど遠いよ うです。 この こ
とについて少 し考えてみるべ きでしよう。 」と述べ られている。
なお,参 考のた めに,各 国の学会 出席者 と個別予定 講演数(カ ッコ内)を 第1表 にあげた。 多ければ
よい と言 うつ もりはないが,半 導体研究が,そ の国の文化 と伝統,.産業 と経済,諸 科学 ・技術等の統合
力 に支え られている趣が,こ の表 か ら読み とれる。 ソ連 か らの出席者が少ないのは,国 内事情によるも
のと思われる。AbrikosovやKeidyshをは じめ,講 演予定者が欠席 したのはまことに残念であった。気
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骨のある,な ん とな くユーモラスなPokrOVskyがひ とり気 をはいていたのが印象的であった。我が国は
高額の旅費 を要す る遠 隔の地 であるに もかかわ らず,日 本人の出席者は多 く,そ の うち本学 か らは13.
入 を占めた。
本会議 と前後 して,5つ のサテライ ト会議 が催 された。その うち,シ シ リー島タオル ミナでの 「固体
分光におけ る最近の発展 」と題す る会議に参加 した。 シシリー島へは,Dr.Bachrach,Dr.Bauer
(Xerox),真隅さん(東 大教養)詮 よび私 あ4人 づ れで(日 本入2人 は後部の座席で楽をレながら)車
を走 らせた。
この会議の内容は,変 調分光,..高強度励起,極 端紫外分光 と表 面の分光等であ.る。 ここで は,物 性研
の豊沢教授が,共 鳴 ラマン,ホ ッ トル ミネッセンス,ル ミネッセ ンスの関 係を統一的 に捉えた理論を提
出され,話 の趣旨が きわめて明快なので,質 疑応答が盛んであった。 この会議では,「 表面 」とelec-
tro血一holeliguidに関する発表が両横綱格 と目されていた。 「表 面 」では,D.E.Eastman(IBM:)・
G.Ch三arotti(Roma),H.Luth(Aachen)・H.D.Hagsもrum・(BellLabs.)・R.Z.Bachrach
(XerOx)診よびその他の講演があった。 これ らの実験的研究は,偶 沢 な研究費 と優れた研 究組織 を有
する機関に所 属している生え抜 きの若手研 究者によってなされている。彼等は,概 ね,卓 越した研 究者
に師事したひとたちで もある。 これ らの研究機関では,質 的 に高度な研究生産に拠いす る評価 が非常に
きびしい。外 国のす ぐれたところを うわべだけいかにまねよ うと も,我 が国の研 究態勢の真 の向上は と
うてい期待で きない。われわれ もま た,日 本の風土 を生かす姿勢 とこれに対決す る心構えの両方がぜひ
とも必要であると思われる。 「表 面 」に対 しての もう一 つの横綱 とい うべ きelectroo-holeflu三d
の講演 で印 象に残 ってい るのは,若 手のG.A.Thomas・の相図に関す る研 究である。.ところで,Bell
Lahs乎では,若 手研 究者 の業績 を年度末の評価に よって ランキングをつけ,こ れに基づいて給料 の配 分
を行 うらしい。 ア メリカでは,大 学の ランキングや,物 理学 部,文 化人類学部 といった専門別の ランキ
ングを,毎 年教育委員会か ら発表 しているが,我 が国では,表 向 き,も し くは建前上,そ のようなこと
をしてはいけないことになつている。一般に,け じめをつけ ることが出来ない風潮 があり,各 人 の役割
が尊重 されず,destructiveな面が多い。 もっと実質 を見究める気風を養 う必要 を痛感す る。ついでの
ことなが ら,最 近 の私の知 るか ぎりの院生諸君は,大 変 よ く勉強して,Green函 数 な どは抵抗 な く吸
収してい るよ うにみえ る。 しか し,ヘ ラクレイ トスの言 った 「博識の詐術 」とい うこともある。新生児
にとって過剰な酸素は眼によ くない し"緑"が 多す ぎては森 が見えな くなると思 うが どうであろ うか?
実験的研 究は,新 幹線の運蘇のよ うには,簡 単 にで きる ものではないと言いたい。
結局はへんて こな話になってしま うたが,こ れは我が愛用のパー カーの滑 りの よさのせ いに してお き
たい。 なお終 りに本会議 に大阪大学か ら出席 された先生方や院生の方 々の研究内容は,紙 数の関係もあ
って,紹 介す る余裕 がなかったことを深 くお詑び申しあげ る。
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